
ふれあい月間（いじめ防止強化月間） 

１１月は、東京都教育委員会が設定している「ふれあい月間」です。第一小学校でも、 

全校児童を対象に「いじめについてのアンケート」をとったり、各学級での指導をしたり 

していじめの防止に取り組んでいきます。  

 

 

 

 

 

子どものよさが輝く学校行事  

                            校  長 関  修 一  

 秋の深まりを朝晩の風に感じる季節となりました。校庭の木々も色づき始め、季節の  

移り変わりを感じます。  

 さて、緊急事態宣言が解除され、学校行事も少しずつできるようになってきました。  

１，２年生の遠足・徒競走・美術鑑賞教室（５年生）・セカンドスクール（５年生）など  

を行いました。  

 １，２年生の遠足では、初めて学校外に学年全体で出かける機会でした。全校朝会でも 

全体で並ぶ経験がなく心配していたのですが、往復の移動でもしっかりと列をつくり、間を 

あけずに歩くことができました。公園での活動でもマナーを守って遊ぶことができました。 

 徒競走では、一生懸命走る姿や友達への応援が印象的でした。今までの学校生活では、  

大きな声で声援を送ることができなかったのですが、競技場ではマスクをつけて精一杯  

大きな声で応援していました。自然と友達の頑張りを認め、そして大きな声で応援できる 

のは一小の子どもたちのよさだと思います。  

 ５年生のセカンドスクールでも子どもたちの「よさ」が輝いていました。今年のセカンド 

スクールは、１組～３組までの A グループと４，５組の B グループの２回に分けて実施  

しました。A グループでは、私が水分補給用のペットボトルを配ったり、利用した施設  

から帰ったりするときなど様々な場面で「ありがとうございます」という感謝の言葉が  

聞かれました。心の中で感謝の気持ちをもつことは多いと思いますが、言葉に出すのは  

なかなか難しいものです。自然と「ありがとうございます」という言葉が出るのは本当に  

素晴らしいと思いました。  

 B グループでは、レク係の友達が司会や説明をしたときや利用施設の係の方の説明が  

終わったときなどに子どもたちから自然と拍手がおこりました。夜のレクリエーションの 

時などは、みんなが協力して楽しく過ごそうとする姿が見られ、一つ一つのゲームの後に  

感謝の拍手が響きました。会を運営している子どもたちにとっては、自分たちの取り組み  

がどうだったか気になるところですが、みんなから多くの拍手をもらうことで「取り組んで 

よかった」という気持ちになります。協力したり拍手を送ったりすることは、「思いやり」 

の一つの形だと思います。  

 行事は、学校生活の潤いの一つだと私は思っています。それと同時に子どもたちが成長  

したり、それまでの学びや育ちを確かめたりする場でもあると思います。今回、子どもたち 

の姿から、学習面だけでなく「社会生活のマナー」「頑張りを認める心」「感謝の気持ち」 

や「思いやりの心」など、人として大切な心の成長もしていることを感じました。  

 １１月にも、スポーツフェスティバルや社会科見学・日光移動教室など様々な行事が  

予定されています。それぞれの取組を通して心を育てていきたいと思います。  
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１年生遠足 

 １０月１４日（木）、１年生が小学校生活初めての遠足に行きました。場所は、 

府中公園です。ブランコなどの遊具で遊んだり、どんぐり拾いをしたりして、 

楽しい一日を過ごしました。一生懸命どんぐりを探して、色々な形や大きさの 

どんぐりを見つけたことを、嬉しそうに話す児童の姿が見られました。快晴に 

恵まれ、子どもたちは笑顔で“ 秋 ”を満喫しました。遠足のご準備をありがとう 

ございました。子供たちにとって、とても貴重な経験になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２年生遠足 

 １０月２１日（木）、府中の森公園に行ってきました。公園までクラスごとに 

列になって歩きました。公園では遊具遊び、フィールドビンゴ、グループ遊びと、 

めいっぱい遊び、お昼にはお弁当やおかしを食べました。 

 帰り道は、ばててしまうかなと心配しましたが、全員元気に学校まで歩いて 

来られて、さすが２年生と感心しました。 

 天気も良く、やっと学年みんなで遠足に行けて、たくさんの子どもたちの笑顔が 

見られて、本当によかったです。 

持ち物やお弁当の準備など、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



もみじの読書旬間  

 緊急事態宣言が解除され、今年度初めての朝の読み聞かせ（１～３年）を 

行いました。また、休み時間には、図書ボランティアの皆様、外国語ボランティア 

の皆様による読み聞かせ（１・２年）も行いました。ボランティアの皆様の 

ご協力により、子どもたちはとても興味深くお話を聞いていました。 

 校内では、おすすめの本を紹介する活動や一小の１００冊リストをもとに 

読書の幅を広げました。たくさん本を読んで、しおりや賞状をもらった児童も 

います。読書旬間後も、学校やご家庭で読書の習慣を継続してほしいと願って 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徒競走 

 １０月１４日（木）１５日（金）に、陸上競技場で徒競走を行いました。  

 低学年は５０ｍ、中学年は８０ｍ、高学年は１００ｍです。子どもたちは、  

大きな競技場に驚き、元気いっぱいに体を動かすことができました。  

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


